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計

者

と

施

工
者

に
感

謝

状

が

贈

呈

砂

山

Ｌ

太

刀

振

り

Ｌ

脇

元

駒

踊

り

」

鉄
骨
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
三
階
建
　
　
ど
の
焼
物
の
実
習
に
使
う
研
修
室

□
榊
前
田
建
築
設
計
事
務
所
　
　
　
コ
ミ
七

ノ
）

前

田
栄

（
コ
ミ
セ
ン
、
生
き
が

い
　
　
　
□
欄
巴
組
鉄
Ｉ
所
青
森
支
店

亀
田
文
雄
さ
ん
が
優
勝

闇
闇
曰

（
施

工

者

）

□

大

木

建

設

的

仙

台

支

店

　

八

巻

喜

好

　

□

ｍ

伸

明

工
業

　

佐

藤

清

明
　

□

蜘

東

晴

　

雪

田

清

紀

□

斎

藤

建

設

帥

　

斎

藤

寛

治

　

□

無事故願い

交通安全カラオケ大会



(3) 広報ιメろ

新
学
期
も
も
う
す
ぐ
。
ど
こ
の

家
庭
で
も
、
希
望
に
胸
ふ
く
ら
む

季
節
で
す
ね
。
し
か
し
、
忘
れ
て

と
り
わ
け
新
入
学
を
迎
え
る
子

供
た
ち
は
、
通
学
し
は
じ
め
る
と

し
か
し
子
供
の
場
合
、
新
し
い
環

境
へ
の
適
応
力
が
な
か
な
か
伴

い

入
学
児
童
の
交
通
事
故
が
心
配
さ

れ
ま
す
。
入
学
を
前
に
、
ご
家
庭

で
ぜ
ひ
交
通
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
に

つ
い
て
お
子
さ
ん
と
具
体
的
な
話

新
学
期
を
迎
え
て
、
ま
ず
お
母

さ
ん
に
心
掛
け
て
い
た
だ
き
た
い

▼
登
校
時
間
に
余
裕
を
持
た

環
境
の
中
で
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に

神
経
を
使
い
、
疲
れ
て
い
ま
す
。

登
校
時
間
に
余
裕
を
持
た
せ
て
送

▼
明
日
の
準
備
は
、
寝
る
前

忘
れ
物
を
し
た
た
め
、
途
中
で

あ
わ
て
て
取
り
に
帰
る
道
で
、
事

夜
、
寝
る
前
に
翌
日
の
準
備
を
さ

せ
、
忘
れ
物
が
な
い
か
ど
う
か
を

点
検
す
る
習
慣
を
、
ふ
だ
ん
か
ら

▼
出
か
け
る
間
際
に
、
し
か

こ
と
で
頭
が
い
っ
ぱ
い
。
周
囲
の

状
況
が
目
に
入
ら
な
く
な
り
、
思

ま
す
。
子
供
が
家
を
出
る
時
は
笑

顔
で

「
い
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
」
と

▼
通
学
路
を
歩
く
よ
う
に
徹

底
さ
せ
ま
し
ょ
う

入
学
前
に
、
子
供
と
指
定
さ
れ

た
通
学
路
を
歩
き
、
横
断
歩
道
の

標
識
の
意
味
な
ど
を
勉
強
し
合

い

下
校
時
は
、
勉
強
が
終
わ

っ
た

す
。
そ
ん
な
と
き
交
通
事
故
が
起

校
が
終
わ

っ
た
ら
、
ま
っ
す
ぐ
家

に
帰
る
習
慣
を
着
け
さ
せ
ま
し
ょ

▼
雨
の
日
は
身
軽
で
明
る
い

ま
た
、
で
き
る
だ
け
物
を
持
た

せ
な
い
よ
う
に
。
持
ち
物
が
負
担

▼
物
陰
で
遊
ば
な
い
よ
う
に

子
供
は
物
陰
で
遊
ぶ
の
が
大
好

き
で
す
。
特
に
停
車
し
て
い
る
車

め
に
は
、
ふ
だ
ん
か
ら
母
親
が
良

い
お
手
本
と
な
る
よ
う
心
掛
け
る

事故防止は

家族ぐるみの話し合いから

閻
赫相僣励てあげましよう

幽い子供の節嗣導甜薇国渕う

子
供
を
交
通
事
故
か
ら
守
る
に

意
と
協
力
が
何
よ
り
も
必
要
で
す
ｎ

よ
う
な
特
性
が
あ
り
ま
す
。
運
転

中
、
子
供
の
姿
を
見
か
け
た
ら
、

¨

〈
子
供
の
行
動
特
性
〉
　

　

¨

　̈
　
ボ
ー
ル
が
道
路
に
転
が
り
　
一

¨
供
は

一
つ
の
こ
と
に
気
が
向
　
¨

一　
を
単
純
に
し
か
理
解
で
き
ま
　
¨

▼
住
宅
地
や
裏
通
り
で
は
、
子
供

―
ド
は
控
え
め
に
、
子
供
の
交
通

▼
ス
ク
ー
ル

・
ゾ
ー
ン
で
は
細
心

の
注
意
を
払
い
、
通
園
バ
ス
な
ど

ず
徐
行
し
て
安
全
確
認
を
。

▼
車
を
発
進
さ
せ
た
り
、
後
退
す

い
か
ど
う
か
再
確
認
を
。

▼
左
折
す
る
と
き
は
、
左
側
に
自

転
車
に
乗

っ
た
子
供
や
歩
行
者
が

い
な
い
か
確
認
を
。



が、12月 定例村議会で承認されました。

出1,436,828千 円で31,547千 円の黒字 とな

税金がどのように使われているかなど、そ

状況の推移についても表でまとめてみまし

広報ιチろ に)

軽 自 動 車 税

ホ材引取税

84,430円

村 税 収 入

備
翻
”
助
７６２．ｍ

（事
業
勘
定
）

支
出
　
一
億
七
千
四
百
八
十
六
万
九
千
円

（直
診
勘
定
）

収
入
　
一
億
三
百
四
十

一
万
六
千
円



3,154
昭和

“

年度一般会計と各特別会計の決算

一般会計の歳入総額は1,468,375千 円、歳

みなさんが納めた税金はいくらか、その

のあらましをお知らせします。

なお、一般会計、特別会計の年度別決算

たので、よくごらんください。



よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル

春
菜
ち
ゃ
ん
ら
二
人
に
最
優
秀
賞

よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
　
一

ル
は
四
年
目
を
迎
え
ま
　
一

し
た
。
今
年
度
は
保
育

一

所
、
小
、
中
学
校
あ
わ
　
一

せ
て
最
優
秀
賞
三
名
、
　

一

優
秀
賞
二
十
九
名
、
努

一

カ
賞
十
六
名
が
選
ば
れ
　
一

ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
一

最
優
秀
賞
は
、
む
し
歯
が
全
く

な
い
児
童
三
十
二
名
の
中
か
ら
、

歯
並
び
、
歯
質
、
歯
肉
の
状
態
、

す
ぐ
れ
て
い
る
児
童
三
名
が
選
ば

優
秀
賞
は
最
優
秀
賞
か
ら
も
れ

治
療
を
終
っ
た
子
に
お
く
ら
れ
ま

審
査
が
終
っ
て
診
療
所
の
自
先

指
摘
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
歯
並

び
の
悪
い
の
は
乳
歯
を
適
当
な
時

□
最
優
秀
贅
　
中
野
春
菜

（十

三
保
育
所
）

自
川
康
史

⌒相
内

小

）
小
山
内
直
仁

（市
浦
中
）

□
優
秀
費
　
猿
賀
直
人
、
伊
藤

清
子
、
川
口
祐
樹
、
宮
本
稚
子
、

大
沢
七
枝
、
秋
田
谷
さ
ゆ
り

（相

内
保
育
所
）

亀
田
淳
志
、
相
坂

静
代
、
長
利
嘉
州
、
自
川
恵
、
中

井
信
男
、
高
橋
幸
毅

（十
二
保
育

所
）

伊
南
東
亜
、
山
田
さ
く
ら
、

櫛
引
健
生
、
桑
野
奈
緒
子
、
山
田

雅
史
、
成
田
泰
平
、
伊
南
穣

（脇

元
保
育
所
）
秋
田
谷
紀
仁
、
佐
々

木
瑞
穂

（相
小
）

工
藤
稔
夫
、

中
井
規
江

（十
三
小
）

一二
和
英

司
、
吉
川
幸

一
（脇
元
小
）

川

子

（市
浦
中
）

浦
和
佳
子

（相
内
保
育
所
）

渋

谷
祐

一
郎
　
工
藤
寛
敬

（十
二
保

育
所
）

太
田
弥
千
恵
　
葛
西
郁

雄

（脇
元
保
育
所
）

佐
々
木
育

子
　
棟
方
全
超

⌒相
小
）

奈
良

悦
子
　
一二
上
智
美

（太
田
小
）

若
山
さ
お
り
　
本
荘
恵
理
香

（十

三
小
）

笹
山
静
香
　
中
村
輝
子

（脇
元
小
）

沢
田
君
子
　
工
藤

英
仁

（市
浦
中
）

広報ιチろ (6)

老人家庭奉仕員派遣事業

有料で一般世帯にも拡大

表
紙
に
よ
せ
て

神
明
宮

お
せ
ど
う
貝
塚

卜
瀞
耐
は
古
代
安．
酔
慶
、
郎

　

福
島
城
と
と
も
に
焼
き
討
れ
た
。

協
ン
の
遺
骸
を
再
葬
し
た
墓
地

　

延
徳
庚
成
年

（
一
四
九
〇
）
天

と
い
わ
れ
、
長
髄
神
社
あ
る
い
　

真
名
井
宮
義
仁
親
王
は
津
軽
に

は
荒
吐
神
社
と
称
さ
れ
福
島
城

　

御
幸
し
、
往
古
の
安
倍

一
族
を

の
館
神
と
し
て
崇
拝
し
た
所
。
　
　
偲
び
於
世
堂
と
号
し
て

一
字
を

建
久
辛
（
一
一
九

一
）
安
倍
神

　

建
立
し
た
。
そ
の
後
元
文
成
午

社
と
し
て
再
建
し
た
が
、
応
永

　

一二
年

（
一
七
三
八
）
津
軽
藩
の

乙
己
三
十
二
年

（
一
四
二
六
）
　

寺
社
令
に
よ
っ
て
御
伊
勢
宮
と

家
庭
奉
仕
員
派
遣
事
業
の
運
営
の

■
こ
れ
ま
で
派
遣
対
象
者
が
低

所
得
世
帯
の
老
人
に
限
ら
れ
て
い

が
拡
大
さ
れ
誰
で
も
派
遣
サ
ー
ビ

得
税
を
納
め
て
い
る
世
帯
は

一
部

自
己
負
担
が
か
か
り
ま
す
。

所
得
税
三
万
円
未
満
の
世
帯

■
派
遣
を
希
望
す
る
か
た
は
、

あ
ら
か
じ
め
役
場
に
備
え
付
け
の

申
込
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り

ど
の
関
係
で
村
社
会
福
祉
協
議
会

に
駐
在
し
て
い
る
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ

ー
は
、
四
月

一
日
か
ら
役
場
に
動

称
さ
れ
、
弘
化
乙
己
二
年

（
一

八
四
二
）、神
明
宮
に
改
め
ら
れ
た
。

り
下
げ
工
事
中
に
縄
文
土
器
と

と
も
に
貝
塚
が
発
見
さ
れ
、
続

い
て
同
十
二
年
こ
の
貝
塚
か
ら

完
全
な
人
骨
が
発
掘
。
東
北
大

学
に
保
管
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら

に
昭
和
四
十
六
年
県
道
拡
幅
工

事
の
際
、
斜
面
か
ら
円
筒
式
の

縄
文
土
器
が
出
土
し
て
い
る
。



(a広報ιチろ

こ

う

■

７

ｏ

，
こ脅
球
淘

訪
間
の
動
機

昨
年
十
二
月
に
山
王
坊
遺
蹟

の
発
堀
が
、
加
藤
・
坂
田
。
新

野
の
三
大
先
生
に
よ
っ
て
、
す

阿眸寺宝物 如意輸観世音菩薩     山王坊出土仏像

ば
ら
し
い
中
世
の
神
社
仏
閣
の

顔
を

一
部
現
わ
し
、
全
国
的
に

市
浦
村
の
歴
史
の
深
遠
さ
を
天

下
に
知
ら
し
め
た
こ
と
は
村
民

発
掘
中
に
加
藤
孝
教
授
が
、

蓮
華
庵
に
保
存
さ
れ
て
い
る
山

王
坊
出
土
の
板
碑
に
つ
い
て
私

に
聞
か
れ
た
が
、
山
王
坊
出
土

で
、
老
骨
で
発
掘
の
お
手
伝
い

も
出
来
な
い
私
な
た
め
、
昼
休

み
に
抜
け
出
し
て
蓮
華
庵
を
訪

途
中
役
場
の
女
子
職
員
と
逢

っ
た
の
で
、
再
度
場
所
を
確
認

し
て
郵
便
局
向
か
い
の
道
敷
を

通
り
石
段
を
登
り
つ
め
る
と
外

装
さ
れ
た
蓮
華
庵
に
到
着
し
ま

写
真
撮
影
、
境
内
徘
徊
の
許

寺
守
り
の
婆
さ
ん
が
出
て
来
て
、

い
と
も
丁
重
な
言
葉
遺
い
で
自

語
部
婆
さ
ん
　
　
　
　
　
　
　
蓮
華
庵
の
金
銅
仏

由
に
写
し
て
下
さ
い
と
許
可
じ

関
の
ま
わ
り
を
せ
っ
せ
と
清
掃

し
始
め
た
の
で
、
板
碑
や
五
輪

塔
の
撮
影
を
し
た
が
、
二
十
数

年
以
前
に
比
べ
て
随
分
量
が
減

招
ぜ
ら
れ
る
ま
ま
に
本
殿
に

賽
銭
を
ま
い
て
ぬ
か
ず
き
終
わ

っ
て
姿
さ
ん
の
話
を
聞
く
こ
と

に
し
ま
し
た
。　
一
見
寺
守
り
番

っ
て
い
ま
し
た
が
、
市
浦
の
歴

史
的
な
事
実
に
と
て
も
詳
し
く

控
え
め
に
語
り
続
け
る
風
情
を

見
ま
す
と
、
教
養
深
い
蓮
華
庵

の
語
部
婆
さ
ん
の
印
摯
を
強
く

受
け
ま
し
た
。
テ
ー
プ
を
持
参

し
な
か
っ
た
の
を
悔
み
つ
つ
応

答
を
続
け
た
も
の
で
し
た
。

語
部
婆
さ
ん
の
案
内
で
宝
物

を
昇
観
さ
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

山
王
坊
出
土
の
宝
物
は
あ
ま
り

チ
大
の
金
銅
仏

（観
音
さ
ま
）

が

一
鉢
、
古
ぼ
け
た
四
五
セ
ン

チ
位
大
の
計
子Ｌ
の
中
に
安
置
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
時
代
は
何
時

頃
の
も
の
か
は
っ
き
り
し
ま
せ

ん
が
、
か
す
か
な
笑
み
を
顔
に

と
唇
と
の
表
現
か
ら
生
ま
れ
て

い
る
も
の
で
し
ょ
う
。
顔
も
体

も
ふ
く
よ
か
で
何
と
な
く
平
和

な
、
安
穏
な
み
仏
の
御
心
が
、

後
生
を
知
ら
ぬ
私
の
心
ま
で
に

伝
わ
っ
て
く
る
よ
う
な
坐
像
で

し
た
。
蓮
台
の
上
に
線
師
歯
坐ｒ

思
わ
ず
合
掌
し
ま
し
た
。

阿
時
寺

の
如
意
輪
観
音

ふ
と
、
南
部
氏
に
攻
め
ら
れ

て
嘉
吉
三
年

（
一
四
四
三
）、
松

前
退
去
を
止
む
な
く
さ
れ
た
安

倍
盛
季
に
随
行
し
た
、
市
浦
の

阿
時
寺
の
住
僧
が
、
福
山
に
阿

時
寺
を
再
興
し
市
浦
か
ら
持
参

安
置
し
た
如
意
輪
観
音
像
を
思

い
出
し
ま
し
た
。
今
は
盗
ま
れ

て
、
復
元
し
た
像
を
安
置
し
て

い
ま
す
が
、
語
部
婆
さ
ん
も
こ

の
こ
と
に

一
番
細
心
の
注
意
を

払

っ
て
い
る
と
い
っ
て
お
ら
れ

ま
し
た
。
市
浦
の
歴
史
を
護

っ

て
く
れ
て
い
る
話
部
婆
さ
ん
に

感
謝
す
る
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い

た
　
の
　
部

訃
夕
ぐ
も
嘩
封
ぐ
も
熙
じ
だ

手
段
、
経
路
は
違
っ
て
も
目
的
は

ル
ア
慨
て
も
お
い
、
管
魔
ば
静

い
　
人
が
何
と
言
お
う
と
、
自
分

が
健
康
で
あ
る
と
い
う
事
が
第
一

寿
一
ア
お
い
秦
サ
寒
れ
ネ
　
人

か
ら
頼
ま
れ
た
仕
事
は
出
来
る
が

自
分
の
た
め
の
仕
事
は
な
か
な
か

薫
コ
節
ど
麟
み
知
の
な
い
尺
は

な
い
　
ど
ん
な
人
に
も
大
工
仕
事

の
素
質
が
あ
る
よ
う
に
盗
み
心
も

寿
庶
撫
サ
恭
酔
　
貧
乏
を
自
嘲

し
た
こ
と
ば
。
福
の
神
と
は
無
関

寿
極
の
離
熱
　
愛
嬌
の
な
い
人

の
こ
と
。
味
も
そ
っ
け
も
な
い
と

寿
衆
サ
撃
　
夫
が
大
き
く
妻
が

小
柄
な
夫
婦
の
た
と
え
。

離
み
の
数
犠
　
わ
れ
関
せ
ず
と

傍
観
し
て
い
る
こ
と
。

菫
の
持‘
ぢ
騰
れ
　
役
に
立
つ
も

の
を
持
っ
て
い
な
が
ら
利
用
し
な

藍
樫
サ
甕
　
お
し
や
べ
り
の
，
、
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□写真作品 を募集 中

テーマ「くらしと道路」

□国民健康保険
資格の得喪忘れずに

① 転入及び転出の届け出を

② 他の社会保険 (会社など)

③ 他の社会保険を脱退した

④ 保険証を大切に保管しま

私
の
ダ
庁
ノ
ー
ー
ー
ー
Ж

広報ιメろ (8)

岩 間 正 俊

(十三警察官駐在所 。28歳 )

広報縮刷版残部僅少

い
ま
す
。
平
常
、
八
時
間
の
睡
眠
を

か
な
ら
ず

　

や

っ
て

い
る
と

い
う
具
合

で
す
。

ス
ポ
ー

ツ
は
健

と
る
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。
昔
か
ら

″
寝
溜
め
″

康
保
持

の
た
め
大

い
に
役
立

っ
て

い
ま
す
。

○

と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
、

い
つ
も
健
康
だ

　

こ
と
は
出
来
な
く
て
も
、

明
日

へ
の
活
力
と
し
て

で
、

こ
ん
な
と
き
は
少
し
ば

か
り

″
健
康
″
と

の
蓄

積

は

可

能

だ

と

思

い
ま

す

。

前

任

地

で

は

二

交

替

勤

務

で

ｔ

た

の

で

特

に
睡

眠

を

と

る

こ
と

に
意

を

用

い
、

勤

務

時

間

中

に

は

健
康
づ
く
り
に

も
事
欠
く

こ
と
な
く
、
赴
任
し
て
す
ぐ

″
夕
焼

け
野
球
″
チ
ー
ム
の

一
員
と
し
て
プ
レ
ー
を
楽
し

睡
眠
は
明
日
へ
の
活
力
源

体
は
い
つ
も
ベ
ス
ト
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
に
す
る

よ
う
努
め
て
い
ま
す
。
高
校
時
代
に
サ
ッ
カ
ー

を
や
っ
て
い
た
の
で
、
体
調
の
整
え
か
た
は
あ

る
て
い
ど
自
信
が
あ
り
ま
す
。
先
ず
、
そ
の
ポ

イ
ン
ト
は
睡
眠
を
十
分
に
と
る
こ
と
だ
と
思
い



″
ご
名
算

″

松
江
賀
子
さ
ん

一
級
に

商
工
会
珠
算
検
定
試
験
は
二
月

験
者
五
十
五
人
に
対
し
合
格
者
は

で
の
最
低
で
し
た
が
、
十
二
小
五

級
に
合
格
し
ま
し
た
。

□

一
級
　
松
江
賀
子

（十
三
小
ヽ

□
二
級
　
亀
田
幸
子

⌒十
三
小
）

三
浦
美
奈
子

（辻
分
珠
算
塾
）

□
三
級
　
今
井
智
之
、
佐
藤
純
子
、

三
上
文
子
、
山
内
珠
美
、
鳴
海
美

智
子

（辻
分
珠
算
塾
）

□
四
級

佐
藤
忍
、
本
荘
恵
理
香

⌒十
三
小
ヽ

西
田
英
子
、
岩
間
清
人

⌒辻
分
珠

算
塾
）

□
五
級
　
豊
島
忍

（十

二
小
ヽ
松
村
千
保

（辻
分
珠
算
塾
）

□
六
級
　
亀
田
由
加
子

（十
二
小
）

笹
山
明
美
、
木
村
方
昭
、
三
上
洋

市
浦
建
築
士
会

定
例
総
会
開
く

会
長
に
中
居
さ
ん

市
浦
建
築
士
会
の
定
例
総
会
は

業
方
針
、
役
員
等
次
の
と
お
り
決

（辻
分
珠
算
塾
）

□
七
級
　
丸
　
　
　
⌒事
業
方
針
）

山
信
彦
、
山
本
貴
一
、
下
沢
卓
司
、
　
　
建
築
文
化
の
向
上
を
は
か
る
た

長
利
豪
夫

（太
田
小
）
　
□
八
級
　
　
め
建
築
技
術
の
調
査
、
研
究
を
促

秋
田
谷
由
紀

（十
三
小
）　
　
　
　
　
進
し
、
地
域
社
会
の
発
展
に
貢
献

⌒協
定
事
項
）

住
宅
金
融
公
庫
用
木
造
住
宅
設

（役
員
）

□
会
長
　
中
居
松
男
　
□
理
事

二
和
悦
郎
、
山
田
清
光
、
吉
田
均
、

葛
西
勲
、
伊
南
純

一

協

定

賃

金

は

一
日

一
万
円
に

―
―
建
築
組
合
で
も
総
会

市
浦
村
建
築
組
合
で
は
、
こ
の

ほ
ど
総
会
を
開
き
賃
金
協
定
額
を

□
実
働
八
時
間
　
一
日

一
萬
円

□
時
間
外
賃
金
　
一
時
間
千
五

な
お
、各
業
種
に
よ
る
平
方
層
単

価
、
枚
当
り
単
価
は
各
組
合
員
が

単
価
表
を
持

っ
て
お
り
ま
す
の
で

協
定
賃
金
お
よ
び
単
価
は
四
月

一
日
か
ら
実
施
し
ま
す
。

（役
員
）

□
組
合
長
　
角
谷
信
治
　
□
副

事
務
局
長
　
一二
上
晴
雄

お知らせ
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□十三湖テレビ中継局

4月 1日 から廃局

局のUHF放送チャンネル (N

□電話の移転早 目に

10日 前に申し出のこと

□国民年金保険料

□交 通 炎 害 共 済

1日 1円 で家族の安心を
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